
YUKAR fragments sinotca-itak(歌詞)  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　髙橋 喜治 

fragment I ~Prologue~ 

 

yaysamanena ū　  　ヤイサマネナ ウー  　  　 ヤイサマネナ ウー  

yaysamanena　     　ヤイサマネナ　  　 　　ヤイサマネナ  

yaysamanena　     　ヤイサマネナ　　   　　ヤイサマネナ 

hō yaysamanena　　ホー ヤイサマネナ 　　　 ホー ヤイサマネナ  

yaysamanena　　 　ヤイサマネナ　　   　　ヤイサマネナ 

hōreyahō　　　　　ホーレヤホー　　   　　ホーレヤホー  

yaysamanena　　 　ヤイサマネナ　　   　　ヤイサマネナ  

hōreyahōrēyā 　　　ホーレヤホーレーヤー　 　ホーレヤホーレーヤー 

penune ki wa　　  　ぺヌネ キ ワ　　　　   こうして 

atuy anukar 　　   　 アトゥイ アヌカラ　　　 海が見える 

tapan nupka ta 　  　 タパン ヌプカ タ　　　   この丘で 

hō réra maw　　  　  ホー レラ マウ　　　　 風を 

húmas=an hi 　　　  フマシ アニ　　　　　 感じとき  

a=penramkotoro wa　アペンラムコトロ ワ　　  胸の内より 

eíkaika 　　　　　　エイカイカ　　　  　 溢れ出る 

tapan a=yaynu 　　　タパナヤイヌ　　　    この想いを  

hōreyahō　　　　　 ホーレヤホー　　　    ホーレヤホー 

nekon a=ye ya ?! 　   ネコナイェ ヤ　　　    どう言えばよいのでしょう  

nekon a=ye ya ?! 　   ネコナイェ ヤ　　　    どう言えばよいのでしょう 

(atuy réra, réra hō) 　 アトゥイ レラ、レラ ホー 　男声(海の風、風 ホー)  
yaysamanena 　　　 ヤイサマネナ　　　   　ヤイサマネナ  

yaysamanena　　　  ヤイサマネナ　　　   　ヤイサマネナ  



hō yaysamanena　　  ホー ヤイサマネナ　　　     ホー ヤイサマネナ  

hōreyahō　　　　　  ホーレヤホー　　　　　　　ホーレヤホー  

yaysamanena hō　　  ヤイサマネナ ホー　　　 　 ヤイサマネナ ホー 

a=yaynu anakne　　　  アヤイヌ アナクネ　　　　　私の想いは 
tu peker-núpe 　　　　  トゥ ペケンヌペ　    　  　　幾粒もの 
re peker-núpe 　　　　  レ ペケンヌペ　　 　　　　  涙 
ne an hōre 　　　　　　 ネ アン ホーレ　　   　　　  となり ホーレ  
hōrēyā　　　　　　　　  ホーレーヤー　　   　　　　 ホーレーヤー  
a=núpe anakne　　　　 アヌぺ アナクネ　　   　　　その涙は  
tu peker-sáke　　　　　 トゥ ペケレサケ　　  　　　 幾つもの  
re peker-sáke　　　　　 レ ペケレサケ　　  　　　  節 

ふし

ne an hōre　　　　　　　ネ アン ホーレ　　   　　　 となり ホーレ  
hōrēyā hōreya　　 　　  ホーレーヤ ホーレヤ 　　　 ホーレーヤ ホーレヤ 
a=sinotca　　　　　  アシノッチャ　　　　  　　(そうして生まれた)私の歌は 
réra or un　　　　　　　 レラ オルン    　　　　　　 風に 
hopuni, hopuni 　　　　ホプ二、ホプ二　　   　　　飛んで行きます 
penune ki kor 　　　　  ぺヌネ キ コロ　　 　　　   すると 
turano, turano 　　　　  トゥラノ、トゥラノ　　　  それと一緒に  
siwnin-rer rep 　　　　  シウニン リンレプ　   　　  緑の波は拍子をとり  
retar-kapiw ukouk 　　 レタラカピウ ウコウク　　　白い鴎は輪唱し  
hō repun-cipohaw　　  ホー レプンチポハウ　　    沖の舟歌が  
hō tuymano　　　　　　ホー トゥイマノ　    　　　遠く  
uwetununse 　　　　　  ウウェトゥヌンセ　   　　  谺する  

(hō cip hō ! 　　　　 ホー チㇷ゚ ホー 　   　　　男声 (ホー チㇷ゚ ホー  

 hō cip hō ! 　　　　  ホー チㇷ゚ ホー 　   　　　　   ホー チㇷ゚ ホー 
 yasahōen　　　　　 ヤサホーエン 　　　  　　　　 ヤサホーエン  

 yoyyasā ! 　　　　　ヨイヤサー　　　 　　　　　　ヨイヤサー  

 ō, ō hessa ! 　　　　 オー、オー ヘッサ　　　   　　漕げ、漕げ ヘッサ 



 ō, ō hessa ! 　　　　  オー、オー ヘッサ　　　   　　漕げ、漕げ ヘッサ 
 hō yassahō ! 　　　　ホー ヤッサホー　　　　　　　ホー ヤッサホー  

 hō yassahō !)　　　　ホー ヤッサホー　　　　　　　ホー ヤッサホー)  

hempara ka　　　　　ヘムパラ カ    　　　　　　いつか私は  

yúkaror-katkemat          ユカロロカッケマ   　　　  ユカㇻの登場人物  

koraci ā 　　　　　　コラチ アー　 　   　　　　のように 

sekor ā sekor 　　　　セコロ アー セコロ 　　　　こうして  

sinotcaki=an kor　　　シノッチャキアン コロ    　歌って  

an=an ruwe ne na　　  アナン ルウェ ネ ナ　   　  いるのですよ  

atuy réra, réra nā　　   アトゥイ レラ、レラ ナー　 海の風、風よ!  
yaysamanena 　　　　ヤイサマネナ　　　　　　  ヤイサマネナ  
 
tane a=yupíhi 　　　　タネ アユピヒ　　　　　　もうすぐあの人が  

hosipi nankor 　　　　ホシピ ナンコロ　　　　　 帰ってくる・・・ 

 

…..sekor          　　　　　　…セコロ　　　　　  （語る）…と、 

sine pirka-menoko　　  シネ ピリカメノコ　　　　ある美しい娘が  

sinotcaki a                       シノッチャキ ア 　　　　  歌った 
hawe ne na.                     ハウェ ネ ナ　　　   　　  のですよ。 

以上、アイヌ語ローマ字表記 カタカナ表記 和訳を併記しました。 

訳は直訳では無い部分も有ります。例えば、tu peker-núpe re peker-núpe は、直訳すれば「二つの涙　三つの涙」となりますが、

これはアイヌ文芸における慣用句で、意味としては「沢山の涙」を意味します（tu peker-sáke　re peker-sáke も“節”において同
ふし

様）。また、yukaror-katkemat は、直訳すれば「ユカラの中のご婦人」ですが、文脈から意訳しています。 

ローマ字表記において斜体（イタリック）で表記されている語は、即興的に挿入されるノンセンス・シラブルかハヤシ言葉の類です。

アイヌ語でsakehe サケへ と呼ばれる語について、全く意味がないとも言い切れないかも知れません。因みに、yaysamanena は、アイ

ヌの民謡に限らず様々なアイヌの口承文芸に接した方なら一度ならず見聞きされている語では無いでしょうか？　分析すると、yay ＝ 

自分　sama ＝ の側　ne ＝ です　na ＝ よ　で、「自分の心を表します」と言った意味合いになります。また、sama を 元は 

saman と 捉えて、「己が巫術なり」という興味深い解釈もあるようです。ぼくの経験では、恋心や悲しみなど切々と心情を吐露した

ものから実に楽しい愉快なものまで、実に様々な表現にこの yaysamanena なる語が登場しているのを視聴きしてきました。 

 



この作品（fragment Ⅰ）でのニュアンスは、恋慕とその想いから飛翔した夢に、期待と少しばかりの不安を伴った、そんな感覚での 

yaysamanena です。 

因みに、ここではタイトルを YUKAR fragments と、複数形にしながら、初演時は何故 YUKAR fragment と単数形だったのか？ 何

故かというと、ぼくの構想として全体としては５つの断片（＝ fragment）から成る作品を考えていて、初演されたこれは、その第一

フラグメントだったという訳からなのでした。その日の目を見なかった全曲の構想とは… 

YUKAR fragments 
fragment I  プロローグ～海が見えるこの丘で～ 

fragment II  森の異変 

fragment Ⅲ 侵略 

fragment Ⅳ イヨハイオチシ（嘆き歌）…そして偏在 

fragment Ⅴ エピローグ～もうすぐ家だ！～ 
うち


